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広報

事設決まる商工会館

間
四

闘
冊
園
鶴

愛媛県喜多郡

長浜町役場

岸本印刷所

1月末住民登録人口
11盤県出盟盟3957[
1呉 lifi人L十 )6どl合二ヌム O
旦 |転出〈一戸11刊ハ
Z動|鮭izj13転出 15 
1月末|人口15.242間数3951

1月の町政日誌
9日 民生委員会1月定例会 i
10日 心配ごと相談所開設
11日 公民館支館分館長主 i
事会

14日 社会福祉協議会役員
会(法人イじとなる。
会長に明関定市氏)

15日成人式
17日 農業委員会
開発委員会

18日 保育所職員研修会
20日 心配ごと相談所開設
1 23日 ブエリー造船委員会 i

文化財専門委員会

圏
額
四
間
関

お
ね
が
い

グ
雨
の
臼
は
カ
ツ
パ
で

自
転
車
に
グ

傘
を
さ
し
て
自
転
車
の

片
手
運
転
は
大
変
キ
ケ
ン

で
す
。雨
の
臼
は
力
ツ
パ
を
着

て
乗
り
ま
し
ょ
う
。
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印刷所
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竺
か
ね
て
商
工
会
な
ど
か
ら
の
強
い
要
望
で
も
あ
っ
た
「
長
浜
町
商

一
一
工
会
館
」
の
建
設
計
画
が
い
よ
い
よ
本
決
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
商
工
会
館
は
、
フ
ェ
リ
ー
接
岸
一
の
鉄
筋
三
階
建
て
の
建
築
で
す
。

地
帯
の
整
備
に
と
も
な
い
、
長
浜
町
の
一
着
工
は
二
月
下
旬
の
予
定

海
の
表
玄
関
の
商
日
を
一
新
し
よ
う
と
一
竣
工
は
六
月
末
の
予
定
で
プ
エ
リ
ノ
|

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
一
の
就
航
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
る
計
画
で

建

坪

面

積

二

四

六

ぽ

一

す

。

の
ベ
面
積
七
二
一

C
M

8月災害復旧事業

定予

(
完
成
図
)

5 

日

ミ~ .-、
途建
途設
SS予
選定
SS地

贈く is
与だ~
税さミ
のい S喜
申遂
とと 賠
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らを人前十~て 納まき 二 上 可、ものの外農てまい道 規
っこか三万 い 付する 月 の 能三のう。し地いでる、 申
たえら年円 な でかも 末 も で万がち て関な他が河請

旬
末
下月
月
2 
6 エエ

着
竣

川
川
川
税
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で
酬
川

所
得
税
、
町
税
な
ど
の
申
告
期
が
ま
一
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、
体
育
館
で
受
付
一
得
が
な
か
っ
た
方
」
凶
叫
が
方
は
、
町

い
り
ま
し
た
。
一
け
を
す
る
と
と
も
に
寸
税
務
署
の
係
官
-
民
税
の
申
告
を
必
ず
三
月
十
五
日
ま
で

所
得
税
確
定
申
告
昭
和
四
十
三
年
分
一
が
ま
て
記
載
、
そ
の
他
に
つ
い
て
相
談
一
に
「
役
場
税
務
課
」
へ
提
出
し
て
く
だ

一
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
さ
い
。

の

所

得

税

の

確

定

申

告

は

、

三

月

十

一

一

五
日
ま
で
に
「
大
洲
税
務
署
」
に
提
出
一
町
民
税
の
申
告
「
所
得
税
の
確
定
申
一
申
告
用
紙
は
、
役
場
(
連
絡
所
に
も

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
一
告
書
を
、
提
出
し
た
方
」
「
給
与
所
得
一
あ
り
ま
す
)
に
あ
り
ま
ず
か
ら
、
そ
れ

三
月
三
日
@
凶
日
e

五
日
の
午
前
十
時
一
者
で
、
前
年
中
に
給
与
所
得
以
外
の
所
一
ぞ
れ
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
告
し
て

昭和44年2月20日(ー)

|町増所

(民与得
税税税

冨:t
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付

雪民主
ログ官L

iま

相

3 

4 

農
地
小
災
害

日
曜
絡
調
査
を

組

一
一
一
高
円

i
+高
円

ま

で

台
帳
の
縦
覧
は
3

月
1
日
1
m日
ま
で

固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
さ
れ

る
方
は
、
三
月
一
日

l
二
十
日
ま
で
に
役

場
税
務
課
へ
お
い
で

っ
た
財
産
が
、
四
十
万
円
を
こ
え
る
方
一
下
さ
い
。

も
の
。同
、
一
ケ
所
の
工
事
費
が
三
万
円
に

巾
尚
た
な
い
も
の
。
(
三
万
円
未
満
で
連

結
の
出
来
な
い
も
の
お
よ
び
連
結
し
て

も
三
万
円
に
満
た
な
い
も
の
)

料
、
復
旧
済
み
の
も
の
。

但
し
、
当
初
提
出
版
っ
た
写
真
で
、
災

害

の

状

況

が

完

全

に

把

握

で

ま

る

も

の

交

通

事

故

の

容

一

長

浜

市

街

地

内

l
ス
ピ
ー
ド
・
安
全
還

は
補
助
対
象
に
採
用
し
ま
す
。
一
易
な
ら
ざ
主
一
六
態
は
、
日
々
マ
ス
コ
ミ
、
一
転
義
務
違
反

同
、
埋
没
(
土
砂
の
流
入
)
の
み
の
一
な
ど
に
よ
っ
て
報
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
一
喜
多
灘
方
面
|
一
時
停
車
e

安
全
運

場
合
で
、
土
砂
の
流
入
が
五
セ
ン
チ
メ
一
手
た
ち
は
、
つ
い
慣
れ
っ
こ
に
な
り
、
一
認
違
反

!
ト
ル
以
下
の
も
の
。
了
」
の
実
態
を
あ
ま
く
み
る
よ
「
に
は
な
一
櫛
生
出
海
方
面
!
除
行
@
追
越
@
安
全

門

見

積

基

準

回

一

っ

て

い

な

い

だ

ろ

う

か

反

省

し

て

み

な

一

運

転

義

務

違

反

(
こ
ま
か
い
内
容
に
つ
い
て
は
現
地
を
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
大
和
方
面
|
離
合
時
不
注
意
・
安

見
な
け
れ
ば
分
り
ま
せ
ん
か
ら
、
と
れ
一
そ
こ
で
次
に
、
昨
年
中
の
長
浜
町
に
一
全
運
転
義
務
違
反
@

は
あ
く
ま
で
平
均
の
も
の
で
す
)
一
お
け
る
交
通
白
書
か
ら
、
主
な
る
参
考
一
前
方
不
確
認

州
、
雑
石
空
積
(
苧
え
刻
印
)
，
m
当
一
事
項
を
沿
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
一
白
滝
方
面

l
安
全
運
転
義
務
。
除
一

り

て

五

O
O円
程

度

一

よ

る

と

、

自

動

車

事

政

は

や

は

り

道

路

一

行

違

反

一

J

口
口
一
一
一
行
沼
田
町
二
日
目
立
日
三
i
交
通
安
全

l
l一一
ρ

円
感
土
ぽ
(
一

5
0円
程

度

二

わ

か

り

ま

す

一

パ

の

こ

と

か

ら

考

え

て

一

「

今

年

の

由

標

L
一
さ

州、

5
3
2
7言
。
円
程
度
)
一
も
、
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
、
自
分
が
正
一
一
転

z
f
h
z
{
J
4

一

判
、
床
土

3

汎(四目
0
1五
五

O

円
程
度
)
一
現
在
走
っ
て
い
る
道
路
の
区
間
で
は
、
一

d

一
一
弦

門

そ

の

他

〕

一

ど

の

よ

う

な

事

故

が

お

と

り

や

す

く

、

一

急

停

車

さ

れ

て

も

よ

い

距

一

時

一

州
、
補
助
率
|
五
割
の
見
込
。
一

t

一

離

よ

い

速

度

N

一
堪

同
、
災
害
報
告
の
控
の
な
い

1
、

一

日

ド

バ

じ

よ

汗

心

日

一

歩

行

者

む

け

(

親

)

一

;

建
設
課
へ
照
会
し
て
く
だ
さ
い
一
お
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
と
い
え
ま
す

7
親

が

ま

ず

手

本

し

め

そ

う

一

度

、

現

地

調

査

期

日

一

リ

一

一

中

出

小

一

雨

そ

の

他

に

よ

り

計

画

通

り

実

施

で

一

道

路

見

事

故

種

(

昨

年

中

)

一

正

し

い

横

断

グ

一

日

吐

、
ぎ
ま
せ
ん
か
ら
、
前
日
電
話
で
連
絡
し
一
喜
多
灘
方
面
i
H
ふ
み
き
り
事
故
u

一

歩

行

者

む

け

(

子

)

一

い

い

ま
す
。
お
手
数
で
す
が
案
内
を
お
願
い
一
櫛
生
。
出
海
方
面
l

一
ρ
み

ん

な

で

歩

い

て

い

る

時

一

ょ

一

グ

カ

ー

ブ

で

の

事

故

p

十

一

し

ま

す

。

一

一

も

一

人

一

人

が

よ

く

注

ム

再

な
お
、
現
地
調
査
で
は
農
業
用
施
設
一
大
和
方
面
!
話
合
事
故
M

一

回

一

距

一

道

路

別

違

反

種

(

昨

年

中

)

一

ァ

一

〉

農

道

な

ど

も

一

諸

に

見

ま

す

。

一

一

一

f

j'M間
同
国
片
隅
同
日
出
な
交
通
事
故
〕

l
l
z

悪

性

イ

ン

フ

ル

エ

一

士

二

傷

傷

一

傷

傷

一

亡

傷

一

傷

一

一

一

も

一

一

号

一

重

軽

一

重

軽

一

死

軽

一

経

一

一

ア

・

ン

ザ

が

流

行

十

一

被

一

一

川

ω
一

)

〕

一

。

一

一

一

口

一

一

一

日

一

綿

子

一

女

男

一

ノ

一

一

一

オ

!

家

庭

で

十

分

注

意

を

i
一

一

ヨ

一

札

一

(

(

÷

(

(

一

(

一

一

一

ど

-

孟

由

一

の

手

一

手

者

↑

者

手

一

者

一

一

一

-

パ

は

は

じ

リ

エ

ン

ず

が

ひ

ろ

が

り

一

一

い

同

市

「

団

帰

」

Z
一

限

一

鶴

一

一

持

今
度
の
か
ぜ
は
、
一
二
八
度
か
ら
四

O
一

一

な

一

一

へ

ら

ま

ら

一

に

の

ひ

一

走

一

事

一

一

包

度
の
高
熱
と
、
ノ
ド
の
痛
み
、
セ
キ
、
一
一

7

一

)

一

上

か

浜

か

る

一

一

ブ

む

一

て

突

一

合

=

と

一

一

う

一

反

一

路

山

長

感

ょ

一

カ

イ

続

一

い

衝

十

身
体
の
だ
る
さ
、
足
腰
の
痛
み
な
ど
が
一
一
ぅ
一
せ
達
一
謡
松
、
心
に
一
タ
ラ
誠
一
て
が
一
車
叫

強
く
、
治
る
ま
で
に
は
早
く
て
も
一
週
一
一
よ
一
乗
務
一
の
、
中
安
転
一
落
ン
ド
諸
一
し
車
一
動
車

一一

4

一
を
義
一
下
せ
途
た
運
一
転
レ
ク
車
一
を
の
一
自
動

問
、
長
け
れ
ば
二
道
間
ぐ
ら
い
カ
か
る
一
一
一
児
落
転
一
汎
乗
る
い
り
一
叫
の

y
沼

一

転

他

一

と

白

と

い

わ

れ

て

お

り

ま

す

。

一

一

の

一

幼

転

運

一

日

を

帰

着

む

一

海

ら

べ

同

一

運

た

一

車

と

一
一
一
の
プ
全
一
車
子
へ
り
ね
一
車
か
ア
但
一
車
見
き
一
ん
車

予
防
し
に
は
、
い
つ
も
身
体
を
健
康
に
一
一
ど
一
乗
シ
安
↑
通
溶
が
洲
一
帰
い
一
通
島
る
中
一
通
ぎ
て
一
て
動

保
っ
て
お
く
こ
と
。
過
労
や
不
摂
生
を
二

J

一
一
使
ダ
(
一
普
転
我
大
で
の
一
普
広
よ
途
一
普
わ
っ
一
じ
自
故

さ
け
て
十
分
な
休
養
を
と
り
栄
養
に
注
一
「

1
1「
1
1
1
1
1つ
け

1
1
i
l」
剖
判
外
出
!
ベ

1
1
1
1
1
↓1
1
1
i
j

意

し

、

日

ご

ろ

か

ら

皮

ふ

を

鍛

練

し

て

一

一

で

一

一

射

訓

一

日

立

ア

新

一

一

か

ら

だ

の

抵

抗

力

を

強

め

て

お

く

こ

と

一

一

こ

一

道

一

み

へ

一

回
L
h
剖

所

一

一

上

一

一一

t

一

林

一

ふ

東

百

い

一

一

松

橋

一

き
も
の
や
暖
房
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
一
一
ど
一

M

一

立

も

b

F
り
匂
埼
均
一

1

一

治

相

一

ワ
ガ
イ
や
マ
ス
ク
の
使
用
を
励
行
す
る
一
一

i
i卜
l
H
lト
い

い

い

げ

刀

両

日

つ

パ

同

一

仁

一

」

ブ

一

と

と

。

-

一

〉

一

日

一

日

一

日

一

日

一

¥

¥

一

一

一

つ

一

お

一

?

一

%

一

お

一

¥

¥

一

患

者

は

、

消

化

し

や

す

い

栄

養

価

の

一

一

ぃ

一

年

月

一

月

一

月

一

郎

一

¥

¥

一

高
い
も
の
を
十
分
に
と
え
特
に
果
物
一
「L

L

ロ
L
卜
し
ド
l

「
L
V
L
i
l
yト

r
i
-
-一

↑

『

工

且

¥

一

一

回

耽

↑

一

一

一

汁
、
牛
乳
、
ス

1
プ

、

番

茶

な

ど

で

水

一

一

折

、

¥

瓦

一

滝

一

同

一

生

海

一

浜

一

和

一

分
の
補
給
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
円
、

f
M
L
i悼
l
i
l
t
i

日
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知
っ
て
お
き
た
い

「
道
路
条
件
と
事
故
撞
」



親
が
ま
ず
手
本
し
め
そ
う
正
し
い
横
断
(
歩
行
者
〔
親
〕
さ
ん
へ
)
一

(二〕第149号

斗也、、

」

〉レて

母

子

保

健

推

進

員

き

ま

る

長
浜
町
の
母
子
保
健
推
進
員
が
決
ま
一
問
題
点
の
は
握
を
行
な
う
。

り

ま

し

た

。

一

問

、

母

子

保

健

に

関

す

る

各

種

の

申

と
の
母
子
保
健
推
進
員
と
は
、
母
性
一
請
を
行
な
っ
て
い
な
い
も
の
お
よ
び
保

と
、
乳
児
の
保
健
の
向
上
を
推
進
す
る
一
健
指
導
、
健
康
調
査
を
受
け
て
い
な
い

こ
と
を
目
的
に
、
主
に
次
の
よ
う
な
活
一
も
の
な
ど
の
は
握
に
つ
と
め
、
妊
産
婦

動
を
行
な
う
も
の
で
す
。
↑
な
ど
に
自
発
的
に
申
請
、
受
診
な
ど
が

山
、
母
性
と
乳
児
の
保
健
に
関
す
る
一
行
な
わ
れ
る
よ
う
協
力
す
る
。
な
ど
o

f

、
k
pざ
公
示
ミ
¥
¥
、
ふ
、
ぶ
え
宅
、
語
、
誌
や
ま
主
求
心
¥
是
正
、
ミ
公
主
、
ミ
ト
ミ
、
六
も
武
氏
、
父
、
¥
ミ

λeas--、
、
、
、
ミ
ミ
¥
¥
ト
求
、
吉
会
や
お
も
ぶ
求
ぶ
主
永
幸
公
主
主
主
ミ
主
蕊
ミ

一

に

い

か

す

よ

う

に

つ

と

め

て

お

り

電

子

計
算
機
を
と
り
入
れ
て
、
経
営
の
近
代

化
を
は
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
放
送

局
の
無
人
化
な
ど
、
し
ご
と
の
合
理
化

を
す
す
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
二
月
以
降
の
放
送

受
信
料
は
区
長
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
に

ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し

く
ど
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

をま

K 

2
月
分
か
ら

受
信
料
は
区

長
さ
ん
に
集

め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し

主主

?こ

n 
N
H
K
で
は
、
か
ね
て
町
当
局
へ
放
送

受
信
料
の
集
金
に
つ
い
て
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
一
月
中
に
町
内
六
会

場
で
開
催
さ
れ
た
町
政
懇
談
会
で
各
区

長
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

N
H
K
を
さ
さ
え
る
受
信
科
制
度
と

は
放
送
番
組
が
、
ど
ん
な
と
き
に
も
、

ど
こ
か
ら
も
、
だ
れ
か
ら
も
干
渉
さ
れ

ず
に
い
て
も
、
正
し
い
姿
勢
で
つ
く
ら

れ
、
み
な
さ
ん
に
と
ど
け
ら
れ
る
こ
と

が
大
切
で
、
そ
れ
に
は
財
政
的
な
独
立

が
な
に
よ
り
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ
受

信
機
止
を
お
そ
な
え
の
か
た
に
は
、

N
H

K
と
放
送
受
信
契
約
を
む
す
ん
で
い
た

だ
き
、

N
H
K
を
も
り
た
て
る
費
用
を

分
担
ね
が
う
現
在
の
制
度
が
で
き
ま
し

た。
N
H
K
は
、
国
や
特
定
の
人
々
か
ら

援
助
を
う
け
ず
、
ま
た
営
利
事
業
に
も

手
を
だ
さ
ず
に
、
放
送
受
信
料
を
た
だ

ひ
と
つ
の
財
源
と
し
、
多
く
の
仕
事
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
み
な
さ
ん
の
ひ
と
り
ひ
と

り
と
N
H
K
を
か
た
く
結
び
つ
け
て
く

れ
る
か
け
が
え
の
な
い
ま
ず
な
、
そ
れ

が
受
信
料
制
度
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
だ
け
に
N
H
K
は
み
な
さ
ん
か
ら

お
あ
ず
か
り
し
た
放
送
受
信
料
を
有
効

事鶴理重量(毎月 l回発行〉昭和44年2月20日
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たま

軍司盛田珂晶

万
丹

良

の
み

!のア

iiJ 
で

上
老
松

叶

満
香
岡
、
さ
ん

も
う
庁
こ
ど
も
u

じ
ゃ
な
い

長
浜
@
出
海
中
学
で

。
少
年
の
日
ρ

の
四
目
、
長
浜
と
出
海

の
各
中
学
校
で
一
斉
に
少
年
式
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

少
年
期
か
ら
大
人
へ
の
自
覚
が
め
ば

え
は
じ
め
る
人
生
の
転
換
期
を
迎
え
た

満
十
四
才
、
中
学
二
年
生
の
少
年
た
ち

を
祝
福
す
る
式
典
が
全
町
あ
げ
て
実
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
五
年
目
、
こ
と

し
は
両
校
で
三
百
十
八
人
の
少
年
た
ち

が
晴
れ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

式
に
の
ぞ
ん
だ
少
年
た
ち
は
校
長
先

生
を
は
じ
め
来
賓
、
先
輩
ら
の
励
ま
し

と
祝
い
の
こ
と
ば
に
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
後
、
少
年
の
主
張
弁
論
大

会
や
記
念
行
事
が
行
な
わ
れ
、
先
輩
や

後
輩
父
兄
た
ち
町
ぐ
る
み
で
祝
い
ま
し

た。

れツ全 だっと力会宣長動
て卜着ま。とりでと言浜を飲
お購用た めつ、なの町強酒
り入 i言、 てけ探り家の〈運
まの動こ いら図組の各推転
すあもの たれの長申戸進を
。っすほ だ、よ~ Jろかすし
せすか くこう区みらるな
んめ、 このな長が、たい
ならへ と運門)あ飲め
どれ/レ l乙動表さり酒、さ
も、メ なのがん、運こせ
行へツ り推各ら交 i伝のな
な Jレト ま進戸の通追 lまい
わメ完 しにに協安放ど運

いなて対件 ツ逢
しるいすでなプ反長 H 

まよまる比おとは浜 tス
すうす認 i袋、な、町 245ピ
。町が識的飲りス区 l 
ぐ、が減酒まピ域件ド
る今深少運し|内 λ 違
み後まし転たドでを反
のとっての。違の"
協のたお検 反日下検
力数こり挙 の年、，
をがと、者 検中事
おゼをこ数 挙の
ねロ示れは が交一一一ー
がにしに九 ト通』主空虫

門
少
年
の
主
張
〕

(
感
想
文
か
ら
)

d

こ
れ
か
ら
は

幸
福
な
未
来
め

ざ

し

て

自

分

に

き

び

し

く

、

し

っ

か

り

し

た

少

年

と

し

て

少

し

で

も

社

会

の

た

め

に

つ

く

し

た
い
グ

〔
写
真
〕
来
賓
か
ら

祝
福
を
受
け
る
少
年

た
ち

ー」

一一

八

人

を

祝

福

日曜当直医3月

石村医院

菊地医院

門屋医院

母
牲
と
乳
時
ぬ
の

保
健
め

上
老
松
の
叶
満
香
き
ん
(
長
浜
高
校
一
ト
を
し
て
た
め
た
も
の
で
、
今
度
は
目

三
年
生
)
は
、
昨
年
に
ひ
ぎ
つ
づ
き
、
一
標
の
一
万
円
が
達
成
で
き
ず
、
そ
こ
で

今
年
も
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
た
め
た
一
長
男
の
お
兄
さ
ん
(
義
啓
さ
ん
)
に
協

お
金
一
万
円
を
司
お
と
し
よ
り
の
た
め
一
力
を
求
め
た
と
と
ろ
、
心
よ
く
段
助
、

に
」
と
若
人
ホ

l
ム
白
山
園
に
寄
付
さ
一
満
香
さ
ん
は
さ
っ
そ
く
役
に
立
て
て
い

れ

ま

し

た

。

一

た

だ

こ

う

と

寄

付

さ

れ

た

も

の

で

す

。

お

兄

さ

ん

も

一

役

一

(

池

田

関

長

の

は

な

し

)

叶

さ

ん

に

一
は
昨
年
も
頂
い
て
お
り
、
今
年
も
ま
た

一
一
こ
の
一
。
万
円
の
ほ
と
ん
ど
は
、
満
香
一
こ
ん
な
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
本
当
に

一
一
さ
ん
が
冬
休
み
に
青
果
速
で
ア
ル
パ
イ
一
嬉
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
然
、
い
え
て
の

.役目・以内
H
M
M
叫抗日日均一叫祝日目白川町川即日
V
山
川
内
対
応
対
剣
山
ぺ
川
日
ソ

同一円の年少囲
F
h
υ
 キ

ア
ル
バ
イ
ト
の
苦
労
を
省
み
ず
、
叶
さ
一
が
、
軽
は
ず
み
な
結
婚
を
し
て
不
幸
な

ん
の
善
意
に
頭
が
さ
が
る
思
い
で
す
。
一
め
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
と
い
う
法
律
上

;
一

J

ぺ
i
つ.
1
t
J
i
f
-
-
J
J
‘
一
の
制
約
で
す
0

1

〉

〉

ノ

~
J

一
し
か
し
、
成
人
す
れ
ば
、
法
律
上
は

J
カ
λ
を

一

父

母

の

同

意

は

い

ら

な

い

こ

と

に

な

り

、M
M

7

H

一
自
分
の
意
思
と
責
任
で
結
婚
を
す
る
こ

ド

ツ

サ

リ

一

と

が

で

き

る

た

て

ま

え

で

す

。

喜
多
灘
婦
人
会
↑
男
女
が
結
婚
し
て
、
互
に
力
を
合
わ

一
せ
て
明
る
い
家
庭
を
つ
く
り
、
健
康
な

喜
多
灘
婦
人
会
(
会
長
久
保
茂
子
)
一
一
子
供
を
育
て
る
の
は
、
幸
福
な
社
会
を

は
、
老
人
ホ

l
ム
の
お
と
し
よ
り
た
ち
一

に
、
お
い
し
い
み
か
ん
を
食
べ
て
頂
こ
一
築
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

う
と
、
一
月
三
十
日
に
行
な
わ
れ
た
婦
一
結
婚
は
、
こ
の
よ
う
に
幸
福
な
家
庭

一
幸
福
な
社
会
へ
の
出
発
点
と
な
る
大
切

入
学
級
の
際
み
ん
な
が
少
し
づ
っ
み
か
一

ん
を
持
ち
よ
り
、
集
っ
た
約
一
一
一

O
U吋
を
一
な
も
の
で
す
が
、
結
婚
式
を
挙
げ
た
だ

三
日
、
白
山
園
に
贈
り
屈
け
ま
し
た
。
一
け
で
は
、
ま
だ
本
当
の
夫
婦
と
は
い
え
一

ま

た

、

十

二

日

に

は

、

河

辺

村

婦

人

一

ま

せ

ん

。

一

会
員
二
十
名
が
慰
問
に
訪
れ
、
老
人
た
一
法
律
で
夫
婦
と
認
め
ら
れ
る
に
は
、
一

ち
に
お
ど
り
を
披
露
、
た
く
さ
ん
の
み
十
役
場
へ
婚
姻
届
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
一

一

せ

ん

。

一

か

ん

や

お

菓

子

を

贈

っ

て

、

お

と

し

よ

一

一

一
せ
っ
か
く
、
ま
わ
り
の
祝
福
を
う
け
て
一

り

た

ち

を

喜

ば

せ

ま

し

た

。

一

一

1
i
l
f
i
l
f』
I
1
4
1
1
b
1
1
6
一
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な
が
ら
、
法
一

一
律
上
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
一

あ

り

が

と

う

一

一

一
思
い
が
け
ぬ
不
利
益
を
こ
う
む
る
こ
と
一

ご
ざ
い
ま
し
た
一
の
な
い
よ
う
に
、
式
が
す
ん
だ
ら
す
ぐ
↑

一
婚
相
州
届
を
し
ま
し
ょ
う
。
一

V

井

上

さ

ん

一

一

一
漕
姻
届
は
、
本
籍
地
の
ほ
か
、
住
所
地
一

櫛

生

の

井

上

清

さ

ん

(

四

十

四

才

)

一

一

一
そ
れ
に
式
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
の
役
場
に
一

は

、

こ

の

ほ

ど

、

香

典

返

し

の

代

金

五

一

一

-

L

す

こ

と

が

で

を

ま

す

。

一

千

円

を

「

支

館

の

運

営

費

に

役

立

て

て

一

↑

一
役
場
で
は
、
白
曜
日
や
祭
日
で
も
届
一

ほ

し

い

」

と

公

民

館

櫛

生

支

館

に

寄

付

一

一

一
け
を
受
け
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一

さ

れ

ま

し

た

。

一

す

の

で

、

式

の

白

取

り

が

決

ま

っ

た

ら

一

甲

菊

地

さ

ん

↑

前

も

っ

て

、

役

場

へ

行

っ

て

開

け

出

に

一

す

神

野

さ

ん

一

必

要

な

こ

と

を

間

い

て

お

き

ま

し

ょ

う

一

豊
茂
の
菊
地
永
保
さ
ん
(
四
十
三
才
)
一
ま
た
、
婚
姻
届
を
す
る
と
、
手
数
料
一

と
神
野
季
次
さ
ん
(
四
十
五
才
)
は
、
一
(
凶
百
円
)
を
納
め
て
、
婚
姻
届
受
理
一

一
香
典
返
し
の
代
金
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
を
一
証
明
書
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一

一
「
地
域
の
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
一
新
生
活
の
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
一

一

い

」

と

公

民

館

崇

茂

支

館

に

寄

付

さ

れ

一

一

一

一

い

え

る

で

し

ょ

う

。

↑

一

ま

し

た

。

一

十

一
三
三
三
三
雲
霊
童
三
重
量
一
=
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
一
一
三
十
く
わ
し
く
は
、
役
場
窓
口
で
お
た
ず
一

一
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米川医院
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〕
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)

心配こと相談日

とき@毎月 10日 20日
ところ@ 長浜町消防館

生活で困っていること、身の上の心配ことなど何

でもど相談に応じています。

明るい生活をおくるため大いに利用しましょう。

〔今までに相談を受けた主なことがら〕

法律相談・家族問題(不和解i間・経済問題 e吉正嫡問題
・相続問題e生活相談・資産処理問題土地境界問題など。

2 日

日

16日

23日

ヲ

世図 書

知っていますか?・・ 4・体育館三階には図書室がある

んですよ!

本貸出日 毎週月曜日と木曜日

三月は3'6 • 10・13・17・20・24• 27 • 31日
大自由えつらん 平日毎日午前?時~5 時

土曜日 午前?時~正午まで

日日程日 休館

3月役場の支払日

15日(土)午前8時半~正午

29日 (ニヒ) Fノ


